
」
1
ホ
ザ
カ

石
川
出
火
野
山
に
悩
す
る
畑
山

生

ロ

ダ

太
郎
田

町問。

の
町
は
明
治
四
年
四
且
戸
籍
編
成
の
尚
、
悶
町
新
道

と
桝

L
、
十
二
年
初
地
を
金
保
市
巾
へ
合
併
し
た
際

純
然
た
る
問
地
に
凪
し
た
。

h
F
ヰ
テ
ン
ジ
ン
シ
ヤ
国
井
天
神
社

金
剛
仰
天
訓

町
に
閣
制
邸
L
、
明
治
七
年
六
且
相
川
政
一
糾
散
と
改
稿
し

た
。
祉
担
に
‘
佐
古
材
木
町
創
附
辻
訟
の
凹
井
村
に

蹴
地
が
あ
っ
た
が
、
限
民
中
町
山
と
な
っ
た
伐
今
の

地
に
移
。
、
そ
の
後
立
永
十
ご
年
同
時
見
左
平
祉
関
を

道
信
し
た
が
、
左
平
の
波
径
一
冊
職
術
創出し
、
江
文
七

年
春
日
制
一川
引
大
和
の

m
m引
制
後
一
制
動
し
て
代
々

柄
綴
い
だ
と
あ
る
。

h
F
ヰ
ド
ウ
ジ
ヨ
ウ
田
井
道
場
石
川
郡

m弁
に

在
っ
た
。
貸
永
誌
に
、
こ
の
村
制
に
管
部
仏
間
次
郎
左

衛
門
阿
佐

L
、
嬰
徳
太
子
二
肢
の
倣
を
守
本
命
と
し

た
。
山
引
泊
場
に
今
之
を
川
田
へ
る
と
。
こ
の
泊
裂
は

到
に
持
行
寺
と
い
」
も
の
で
あ
る
。

タ
ヰ
ノ
ゴ
ヘ
エ
回
弁
の
五
兵
衛

石
川
仰
山
弁

の
入
。

正
保
二
年
十
村
と
な
り
、
永
郎
元
年
よ
り
前

川
利
日
の
附凶
作
の
原
町
仙
を
準
。
、
二
年
符
-
H
M

之
内
一
宮

町
四
十
七
歩
を
扶
持
せ
ら
れ
、
江
文
部
年
町
出
兵
山
剛
と

名
キ
一
般
め
、
延
山
μ
四
年
病
死
。
子
次
郎
吉
同
年
そ
の

後
を
裂
い
で
御
扶
持
人
十
村
と
な
っ
た
。

安
井
ノ
セ
リ
国
井
の
芹

石
川
榔
問
弁
に
は
古

へ
芹
を
提
出
し
て
布
践
と
抑
制
せ
ら
れ
た
o
元
政
三
年

の
革
路
却
に
、『
年
と
む
や
湯
涌
の
組
問
問
引
の
芹
句

空
』
と
見
え
る
。

h
F

ン

オ

ウ

但
照

金
持
時
宗
主
泉
寺
抗
代
。
則
一

徳
院
県
阿
偲
剛
山
和
向
。
亭
保
六
年
間
七
且
九
日
に
他

界
し
た。

ダ
ン
ギ
シ
ヨ

談
議
所

白
山
円
山
に
ぷ
柑
剛
腕
が
あ

っ
た
。
白
山
富
誕
倣
都
中
記
録
に
、
系
腕
三
年
民
医

正
月
八
日
始
め
て
談
判陥
防
を
諮
っ
た
と
あ
b
、
制
邸

二
年
十
一
月
品
川
四
日
医
時
に
は
、
談
終
節
の
能
化
翻

太
郎
兵
衛
塚

3ミi
l主 主
。ロ

'‘t 
Zこ

ヅ
カ

タ
ロ
マ
ル
ミ
ヤ
太
郎
丸
宮

能
尖
柑
紳
に
太
郎

丸
宮
・次
郎
九
宮
・
妨
丸
宮
・一段
丸
信
と
い
ふ
が
あ
っ

た
。
今
は
す
べ
て
併
合
し
て
抑
太
郎
u
U
M
枇
と
な
っ

て
阿
る
。

h
F
ワ
ダ
ヤ
シ
ロ
ウ
多
和
田
痛
四
郎

今
枝
良
部

前
方
近
討
の
士
。
手
保
十
三
年
託
方
の
家
老
鉱
山
次

郎
左
衛
門
を
M
A
殺
し
た
成
、
切
阪
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

時
に
廿
三
段
。
そ
の
支
は
こ
の
時
六
十
俗
伝
で
、
民

郁
の
家
老
を
勤
め
、
円
八
十
十
刊
を
領
し
た
が
、
辿
座

し
て
往
症
出
世
さ
く
み
に
禁
制
せ
ら
れ
た
。

h
F
ヰ

国
井

石
川
掛
金
制
郷
に
凶
ず
る

mwm。

加
邦
鈴
に
、『A
U
は
今
の
小
将
川
ハ
金
持
〉
の
泡
は
、
凶

引
村
の
簡
に
て
、
創
先
辻
に
川
井
の
村
部
あ
り
。
家

政
同
制
肱
川
の
大
村
と
て
、肝
内
も
rH
花
的
あ
り
し
が
、

泊
ん
問
地
と
な
り
、成
樹
内
政
助
下
郎
の
地
へ
移

U
、

H

夕
、
後
今
の
地
へ
科
料
す
と
い
へ
り
。
』
と
見
え
る
。
今

の
地
は
、
も
と
金
浦
郷
の
本
郷
金
抑
制
で
あ
っ
た
ら

う
と
の
説
も
あ
る
。

h
F
ヰ
ジ
ヨ
ウ
国
井
城

石
川
掛
川
引
に
在
っ
た
。

腿
殺
到
三
州
芯
仙
川
雄
考
に
、
金
浦
旭
川
引
料
簡
に
あ

っ
て
、
賊
将
絞
川
次
郎
在
術
門
之
に
日
た
正

L
、
加

邦
録
に
、
次
郎
左
衛
門
は
今
の
金
仰
伐
的
寺
揚
地
よ

り
拠
村
助
右
術
門
郎
・山
湖
町

へ
か
け
て
m
削
減
と
し、

本
丸
は
針
路
苛
鈎
地
、一一

J

丸
は
松
山
寺
法
、
三
，
丸

は
成
制限
氏
同
居
蚊
迭
で
あ
っ
た
。
制
長
い
細
川
町
で
、
八

坂
滋
は
そ
の
肘
必
で
あ
っ
た
と
す
る
。

h
F
ヰ
シ
ン
マ
チ
国
井
新
町

金
持
の
同
名
。
も

と
同
列
村
百
姓
地
相
判
下
し
地
子
地
と
い
う
た
も
の

は
、
印
ち
此
の
川
到
新
川
な
ど
の
地
で
あ
ら
う
。
此

タ
ロ
ーー
タ
ン

辺
が
入
滅
し
た
と
記
さ
れ
て
隠
る
。
白
山
問
答
に
陀

紙
加
と
留
か
れ
た
の
も
説
路
町
の
決
り
で
あ
る
。
談

議
所
は
法
談
を
行
ふ
建
築
物
で
、
正
し
〈
は
談
義
腕

と
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

ダ
ン
ギ
シ
ヨ

設
議
所

河
北
郡
小
坂
正
に
闘
す

る
部
世
間
。
元
職
十
四
年
の
郷
村
名
義
抄
に
は
、『
滋
議

所
村
の
近
防
に
春
日
の
祉
有
之
。
討
古
は
七
堂
伽
院

の
利
宮
寺
有
之
。
邸
内
に
て
侍
日
出
眠
時
間
有
之
。
夫
故

共
地
を
談
終
所
村
と
巾
同
巾
停
候
。
右
春
日
の
枇

は
、
只
今
山
上
村
舗
に
有
之
。
』
と
あ
る
。
こ
の
説
総

所
は
、
何
れ
か
の
談
部
油
所
で
あ
ら
う
が
、
そ
れ
を
山

上
春
日
駐
所
町
田
の
も
の
と
す
る
は
昨
日
で
な
い。

ダ
ン
ギ
シ
ヨ

設
議
所

i
コ
ウ
Y

ヨ
ウ
ジ

日
寺
。

ダ
ン
ギ
シ
ヨ

J
aキ

明
J
吠

H

，翻。

時
以
談
所
の
溜

J
ナ
ル
ハ

ノ
タ
キ

ダ
ン
ギ
シ
ヨ
マ
チ

談
議
所
町

金
祁
の
問
針
。

河
北
郡
時
間
椛
腕
村
の一

郎
を
問
地
と
し
た
放
の
名
で

あ
る
0

・文
政
凶
年
一
一
月
ぷ
総
所
村
領
下
町
を
談
政
問

町
と
町
名
を
'X
て
、
本
泊
り
の
附
は
春
日
間
へ
述
込

ん
だ
と
あ
り
、
此
の
時
か
ら
談
総
所
川
は
御
刑
制
怒
行

を
雌
れ
て
沼
地
の
ま
h

金
制
仰
町
潜
行
滅
的
と
な
り
、

明
治
十
ご
年
一
般
の
問
地
と
な
っ
た
。

h
F

ン

ゴ

端

午

務
政
の
時
、
五
周
五
日
は
拙
午

の
佳
民
で
あ
る
か
ら
、
物
問
以
上
皆
殺
城

L
、
そ
の

限
撲
は
雌
子

・
日
酔
上
下
を
用
ひ
た
。
こ
の
日
域
内
で

は
滞
侯
悦
耐
の
民
主
防
御
門
外
捌
仰
に
お
印
刷
兜
・古

都
弓
・峨
等
を
陳
列
し
、
士
郎
の
男
女
に
之
を
似
る

を
許
さ
れ
る
が
、
男
子
は
十
五
歳
以
下
に
限
ら
れ
て

ゐ
た
。
民
闘
で
も
、
俗
に
目
印
刷
の
節
句
又
は
惑
の
節

句
と
も
い
ひ
、
男
児
出
生
し
て
初
め
て
こ
の
佳
辰
に

合
す
る
時
は
、
鰍
・吹川
H

・小
依
等
を
陸
上
に
樹
て
、

向
勝
の
士
に
は
飾
兜
を
作
る
も
の
も
あ
り
、
腿
江
戸

圃

守口
r;'1 

タ
ン
ゴ
ヤ
シ
キ
丹
後
屋
殴

金
仰
の
う
ち
、
も

と
附
削
丹
後
段
階
の
郎
跡
で
あ
っ
た
か
ら
、
後
に
京

る
ま
で
丹
後
民
放
と
い
う
た
。
金
作
御
般
の
北
降
E
、

そ
の
聞
に
捌
が
あ
り
、
丹
後
日
出
般
の
方
は
和
低
か
っ

た
が
、
燐
印
後
地
形
を
日
間
じ
た
。
滋
絡
を
桁
て
-h

北

は
制
問
問
寺
で
あ
っ
た
。

ダ
ン
シ
チ
ベ
エ

図
七
兵
衛
加
れ
滞
士
氏
家
内

山
腕
允
の
弟
。
附

m利
長
が
小
松
討
伐
の
時
、
M叫
中
小
h

品川

須
長
距
の
慌
で
あ
っ
た
。
長
伝
統
的
聞
の
後
、
院
長
八

年
加
引
滞
に
仕
へ
て
称
七
刊
石
を
川
畑
は
り
、
利円山
の

時一
Z
一
白
石
を
加
明
せ
ら
れ
て
千
石
と
な
っ
た
。
子
孫

糊
繍
い
で
滞
に
仕
へ
る
。

ダ
ン
ス
ウ
フ
チ
メ
イ
カ
イ
段
数
不
知
明
解

一

加
。
平
保
イ
年
金
仰
の
三
地
流
の
釘
者
間
永
随
林
の

若
し
た
も
の
で
、
鋭
敏
の
向
次
数
の
利
の
院
切
で
あ

る
。
こ
の
訟
は
民
林
の
師
山
本
彦
四
郎
が
そ
の
間
三

他
市
兵
術
か
ら
川
田
へ
ら
れ
た
別
で
あ
っ
た
が
、
彦
凶

郎
研
に
よ
り
て
そ
の
中
心
附
凶
氏
よ
り
闘
日
中
一
命
ぜ
ら

に
来
制
す
る
占
有
の
家
で
は
、江
戸
の
風
俗
に
随
う
て
、

吹
到
に
鋭
を
則
ひ
、
峨
竿
に
風
却
も
附
す
る
も
あ
っ

た
。
こ
の
日
一
般
に
符
綜
を
製
し
、
匙
践
と
し
て
“
凸

一柑
打
を
行
ひ
、
戸
々
粁
に
一
一
μ
一
加
と
廷
と
を
姉
み
、
文

そ
れ
を
浴
場
に
円
げ
か
べ
、
同
日
か
ら

mwHを
約
す
る

を
例
と
し
た
。

ダ
ン
コ
ウ
シ
ユ
ウ

断
香
集
一
加
。
航
山
致
担

の
室
削
除
の
詩
集
。
序
に
文
政
九
年
内
戊
菊
月
諜
彼

林
稔
即
日
と
あ
る
。

hm
ン
コ
プ
ジ
マ

筏
熊
島
出
向
榔
拠
以
に
近
い

七
尾
街
中
に
在
る
小
唄
で
、
一
に
夫
剣
山
口
と
都
す
る
。

ダ
ン
ゴ
マ
ツ
リ

園
子
祭

石
川
榔
御
供
凶
の
制

川
柳
枇
で
は
、
昨
年
九
且
二
十
同
各
戸
か
ら
拡
六
削

の
則
子
を
供
逃
す
る
を
例
と
L
、
之
を
凶
子
祭
と
抑
制

4
3
7
4
0
 五

二
九


